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医学系研究の実施について

当院では以下の臨床研究を実施しております。

人を対象とする医学系研究においては、診療情報を利用させていただくことがあります。このような場合、人を対象とする医学系研究
に関する倫理指針に基づき、対象となる患者さんから直接同意を頂く代わりに、研究に用いられる情報の利用目的を含むその研究
についての情報を公開し、研究が実施されることについて患者さん（ご家族を含む）が拒否できる機会を保障することが必要とされて
います。

ご自身（ご家族を含む）の診療情報を研究に使用してほしくない方や、研究の内容について知りたいことがある場合は、各研究の情
報公開文書に記載されている「お問い合わせ窓口」へご連絡下さい。なお、研究に使用してほしくない等の申し出を行うことを理由
に、診療で不利益を受けることはありません。

主観的認知機能低下における脳内アミロイドβ蓄積を予測する神経心理学的指標の探索研
究

研究責任者：
〒550-0006 大阪市西区江之子島2-1-54　Tel: 06-6443-3446
日本生命病院　 脳機能センター 　山本 諭希 ・ 森 悦朗

公益財団法人日本生命済生会 日本生命病院　倫理委員会 

倫理委員会承認番号：2026-013　　　　　　　　　　　　　

表示期間 　　　　　2026年　　　11月　　　30日　まで　　

主観的認知機能低下（SCD）を呈し抗アミロイド療法を希望する方

目的：SCDを呈する方を対象に、脳内アミロイドβ（Aβ）蓄積を予測し得る神経心理学的指
標を探索的に検討すること

方法：日常診療下で得られた診療情報を電子カルテから抽出する。18F-flutemetamol PET検
査にてAβ陰性であった方と陽性であった方の認知機能検査結果等を対象に統計学的解析
（回帰分析・ROC分析等）を行う。

18F-flutemetamol PET検査結果、認知機能検査結果　等

外部へのデータ提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行う。対応表は、当期
間研究責任者が保管・管理する。

公益財団法人日本生命済生会　日本生命病院　脳機能センター
大阪大学大学院医学系研究科　精神医学教室
大阪大学　ウェルネス推進機構　健康支援相談センター
大阪大学大学院連合小児発達学研究科　行動神経学・神経精神医学寄附講座


